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に遡るが、2004 年 10 月 23 日中越
地震（M6.8）で最初の試練に遭遇し
た。開発者の中村豊によると 9、10）、
震央から水平距離で 10 数 km 離れ
た場所を走行していた上越新幹線

































































































（centro de instrumentacion y regis-
tro sismico：地震観測センター）15）
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担ってきた。1991 年 8 月から 4 年
間の運用で 292 回の警報が出され





約 150km 離れた都市に 20 秒以上
の猶予時間をもって警報が届けら
れる。このシステムは 2000 年 12




近郊で 150km の深さに M8 の地震
発生が予測されているが、これに
備えて 25 秒の猶予時間が期待でき






REWS（Istanbul Earthquake Rapid 
































予測震度 6 弱以上の 3 回（2008 年 6
月岩手・宮城内陸地震、2008 年 7









































































































































































よう。図表 2 では、震源距離 30km















点 ま で の 水 平 距 離 を そ れ ぞ れ
10km、50km とした。なお、地盤
増幅度は 1.0、気象庁の報告に基づ
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5 の左図で M7.2 の場合、震度 6 弱
で揺れる地域の最外縁にＳ波が到
着するのは発震後 11.6 秒、第 1 報
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を促すものであり、その方向での 改良が進んでいる。
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